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如何にコレステロールを多く摂取するかが課題であった日本人も、いまや如何にコ

レステロール摂取を少なくするか悩むようになった。これも食生活の欧米化が背景に

あり、現代日本人のコレステロール摂取量は増加の一途を辿り、それに伴い高コレス

テロール血症患者も増加している。最近、コレステロール吸収亢進と脳・心血管イベ

ントとの関連性を示唆する疫学調査が報告され、コレステロール吸収制御の重要性が

注目されている。特に、食後高脂血症の脳梗塞発症に対する影響が注目されている。

本講演ではコレステロール吸収亢進と脳・心血管イベントとの関連性、吸収制御がも

たらす Additional Benefit など、吸収をめぐるトピックスを紹介するとともに、小腸

コレステロールトランスポーター阻害剤による、メタボ時代の食後高脂血症を視野に

入れたコレステロール治療の重要性について紹介する。 

 

 


